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3.  データキュレーションを担うサイエンティストの確保は引き続きの課題。各機関にとり機構はone of them であるが、1つ
実績が作られることで、その組織的な稼働が開始されることを期待する。（例えばAXIES）。
データプロバイダー 高度科学研究の芽生え、新しい知見の獲得に向けて
1.  フィードバックされる融合計算結果（見え方と使い方）は精査されつつある。研究に有益であるとの意見が増えている。
2.  データ活動の体制も、既存の図書館ネットワーク（AXIES）や高専ネットワークのような既存体制と相乗して縦横方向に進
めることが効果的であり、それを推奨する方向。
ユーザ 教育、高度人材育成
1.  インフラ（ハードサービス）は、機構のような共同利用機関がその提供を広げていくことも利点がある。
2.  教育推進（ソフトサービス）は、各拠点および中枢のデータサイエンティスト＝研究者を想定。
データサイエンスは科学の変革とも言われている。機構や我々の取組みが全てでないし、将来はどんどん変わっ
ていく。今できる "100分の5" をきちんと実行に移していけばよい。
